
令和５年度 上下水道局 当初予算資料（主要工事等）

令和５年３月定例会
議案調査資料
上下水道局

【水道事業】
① 管路更新事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.  1
② 水道管路維持管理事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.  3
③ 浄水場設備更新事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.  5

【簡易水道事業】
④ 簡易水道施設更新事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.11

【下水道事業・農業集落排水事業】
➄ 汚水処理施設整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.13
⑥ 雨水対策整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.21
⑦ 下水道施設長寿命化事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.35
⑧ 下水道施設の強靭化に関する事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・ P.41
⑨ 農業集落排水事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.43

【共通】
⑩ 局舎・上下水道施設照明設備修繕（LED化）事業 ・・・・・・・・・ P.45
⑪ 水道料金等包括業務委託事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.50
⑫ 下水道管理センターサウンディング ・・・・・・・・・・・・・・・ P.51



① 管路更新事業
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事業名等 場 所 概 要 ページ

管路更新事業 市内一円
配水幹線更新工事 L＝1,220ｍ
配水管更新工事 L＝6,847ｍ P.2



管 路 更 新 事 業
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② 水道管路維持管理事業

事業名等 場 所 概 要 ページ

水管橋等点検調査
業務委託

市内一円 調査数 142箇所 P.４
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設置数 点検年度

112箇所　

フランジ補剛形式 7箇所　

トラス補剛形式 7箇所　

アーチ補剛形式 3箇所　

129箇所　

142箇所　

142箇所　

271箇所　合計

パイプビーム形式

橋梁添架管（道
路橋等に添架し
たもの）

独立水管橋（水
道管単独で橋梁
構造を形成した
もの）

令和４年度
（実施済み）

令和５年度

形　式

補剛形式

計

計

水管橋等点検調査業務委託

～水道事業の基盤強化への取組～
橋梁添架管の点検調査（調査対象 142箇所）

設置状況（令和３年度末）

橋梁添架管 点検調査状況

水管橋等の分類 定期点検の実施頻度

基幹管路等の重要管路に設置された水管橋等
塗装等の劣化が進行している水管橋等

２年に１回

上記以外の水管橋等 ５年に１回

橋梁添架管の経年化状況（地方公営企業法施行規則に
よる法定耐用年数40年）

水管橋等の定期点検の実施頻度
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③ 浄水場設備更新事業

事業名等 場 所 概 要 ページ

浄水場設備更新事業

熱海浄水場
電気設備工事
機械設備工事 P.6

堀口・熱海浄水場 監視制御設備更新工事 P.7

堀口浄水場 浄水池更新工事 P.8

熱海配水場 配水池更新工事 P.9
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熱海浄水場設備更新工事

管理棟

浄水池

電気室

沈殿池

着水井

緩速ろ過池 × ４池

浄水池管理棟

電気室

№１ №２ №３ №４

熱海浄水場 平面図

更新場所
【管理棟等】

〇電気設備工事： 受変電設備、非常用自家発電設備
〇機械設備工事： 送水ポンプ設備、次亜注入設備

※「監視制御設備」は機器の納期に期間を要するため、
堀口浄水場監視制御設備更新工事と一体的に整備
（３月減額補正）

（管理棟等の移転更新）

建設年度 1970(昭和45)年

経過年数 52年

耐用年数 ＲＣ造 50年

-６-

年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度

内容 機械設備工事・電気設備工事

工事費
年割額 193,000千円 357,000千円

累計額 ー 550,000千円



遠隔運転監視

高濁度処理施設

深沢川取水場

熱海配水場

浜路取水場

沈砂池
河内配水場

堀口浄水場

逢瀬川
第２取水場

多田野配水場

本宮舘配水場

減勢槽

熱海浄水場

熱海浄水場は堀口浄水場で運転監視しており、両浄水場の「監視制御設備」の更新については、
スケールメリットによる競争性と維持管理の簡素化が期待できる同一工事とし、受注者の選定は、
信頼性を含め最適なシステムを導入するため、ＤＢ(デザイン・ビルド)による公募型ブロポーザ
ル方式としたい。

年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

内容

工事費
年割額 300,000千円 1,200,000千円 900,000千円

累計額 ー 1,500,000千円 2,400,000千円

【現況】 【現況】

プロポーザル

(約６月）
監視制御設備更新工事

(約２年６月）

堀口・熱海浄水場監視制御設備更新工事

-７-

〇年次計画及び事業費



№１ 浄水池
2,000ｍ3
1970年造

堀口浄水場 平面図

№１

更新浄水池

№２

№３

浄水池

管理棟

着水井

薬品沈殿池

緩速ろ過池

急速ろ過池

急速ろ過池

5,000㎥

5,000㎥
2011年造

1974年造

年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度

内容

工事費
年割額 259,600千円 519,200千円 519,200千円

累計額 ー 778,800千円 1,298,000千円

【NO.1浄水池】

〇工事概要

NO.1浄水池(2,000㎥）を撤去し、新
たに5,000㎥の浄水池を築造する。
(耐震診断の結果、耐震性能を有して
いないため）
※ 浄水池容量計12,000㎥➡15,000㎥〇年次計画及び事業費

NO.1浄水池更新工事

堀口浄水場 №１浄水池更新工事
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№３

№２

№１

熱海配水場 平面図

№２

№３配水池
№１

769ｍ3

500ｍ3

2,000ｍ3

更新配水池
1,000ｍ3

電気室

1976年造

1970年造

1966年
造

２槽式

【現況配水池】

〇工事概要

№１(500㎥)及び№２(769㎥)配水池
を撤去し、新たに 1,000㎥(２槽式)の
配水池を築造する。 (耐震診断の結果、
耐震性能を有していないため）
※ 配水池容量計 3,269㎥➡3,000㎥

年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度

内容

工事費
年割額 88,045千円 352,180千円

合計額 ー 440,225千円

〇年次計画及び事業費

配水池更新工事

熱海配水場配水池更新工事
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事業名等 場 所 概 要 ページ

簡易水道施設更新事業

湖南東部
第１水源取水流量計更新工事
第２水源取水ポンプ更新工事

P.12湖南西部 残留塩素計更新工事

熱海中山 配水流量計更新工事

④ 簡易水道施設更新事業
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湖南東部簡易水道 湖南西部簡易水道

熱海中山簡易水道

取水流量計
取水ポンプ

残留塩素計

配水流量計

至 布引高原

残留塩素計取水流量計

取水ポンプ 配水流量計

旧中野
小学校

中
山
宿
駅
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簡易水道施設更新事業



施工予定箇所

箇所(路線)等名 場所 概要 ページ

喜久田町堀之内地区 喜久田町堀之内 地内 面整備 6ha P.14

八山田地区 八山田三丁目 外 地内 面整備 17ha P.15

富久山町宝田地区 富久山町福原字宝田 外 地内 面整備 3ha P.16

大槻町中ノ平南地区 大槻町中ノ平南 地内 面整備 0.5ha P.17

御前南土地区画整理地区 御前南一丁目 外 地内 DB手法ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務委託 P.18

富田東土地区画整理地区 富田東一丁目 外 地内 DB手法ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務委託 P.19

農業集落排水の公共下水道
への接続

熱海町上伊豆地区、
喜久田町早稲原地区

P.20

➄ 汚水処理施設整備事業
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喜久田
小学校

凡 例

整備済

2023年度整備計画

幹線整備済

事業計画区域

P

喜久田
中学校

6ha

P

喜久田町堀之内地区 面整備 ６ha（喜久田町堀之内 地内）

202３年度 面整備 ６ha
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宝沢沼

行健中学校

５－５号汚水幹線

照内川
10ha

7ha

郡山北
工業高校

P

凡 例

整備済

2023年度整備計画

幹線整備済

事業計画区域

八山田地区 面整備 １７ha（八山田三丁目 外 地内）

202３年度 面整備 １７ha
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照 内 川

宝沢沼

内環状線

3ha

凡 例

整備済

2023年度整備計画

幹線整備済

事業計画区域

202３年度 面整備 ３ha

富久山町宝田地区 面整備 3ha（富久山町福原字宝田外 地内）
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1

凡 例

整備済

2023年度整備計画

幹線整備済

事業計画区域

大槻町中ノ平南地区 面整備 0.5ha（大槻町中ノ平南 地内）

202３年度 面整備 ０.５ha
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朝日が丘
小学校

2023年度 60ha
ＤＢ手法アドバイザリー業務委託

凡 例

整備済

2023年度ＤＢ手法アドバイザリー業務委託

幹線整備済

事業計画区域

御前南土地区画整理地区 面整備 60ha
（御前南一丁目 外 地内）

郡山第七
中学校

南 川
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富田東
小学校

富 田
中学校

富田東土地区画整理地区 面整備 25ha
（富田東一丁目 外 地内）

2023年度 25ha
ＤＢ手法アドバイザリー業務委託

凡 例

整備済

2022年度ＤＢ手法アドバイザリー業務委託

幹線整備済

事業計画区域 -19-



汚水処理の効率化を目的とし、農業集落排水のうち２地区を流域関連公共下
水道へ接続するため、下水道事業関連の計画更新を進める。

2023-2024
（令和5-6)年

2025～
（令和7年～)

事業計画変更等
手続き・工事実施に

向けた測量設計

上伊豆島地区から
接続工事開始

スケジュール

農集 上伊豆島地区

計画処理区域 ：109ha
計画処理人口 ：1,120人
日平均汚水量 ：284㎥/日
（処理能力）
公共下水道への ：約1km
接続距離

農集 早稲原地区

計画処理区域 ：35ha
計画処理人口 ：660人
日平均汚水量 ：179㎥/日
（処理能力）
公共下水道への ：約1km
接続距離

農業集落排水施設（全体）１７地区・１４処理場

流域関連公共下水道への接続による経費削減（処理場の廃止）を検討

確実な事業実施が見込まれる２地区から着手

対象地区等 エリア図（接続先）

上伊豆地区
→喜久田町下水道整備地区 早稲原地区

→日和田町下水道整備地区

-20-

農業集落排水の公共下水道への接続



施工予定箇所

箇所(路線)等名 場所 概要 ページ

石塚樋門･ポンプゲート 田村町下行合字田ノ保下 外 地内
石塚樋門 2.6m×2.7m×２門

ポンプゲート 180㎥×２基
（継続費）3年目/5箇年

P.22

149号雨水幹線 横塚二丁目 外 地内 □2,500×1,900㎜ L=140m P.23

175号雨水幹線 安積町笹川字荒屋敷 地内 吐口工 Ｌ=６ｍ P.24

３号幹線放流管 向河原町 地内 □1,800×1,200㎜ L=100ｍ P.25

133号雨水幹線 字石塚 外 地内 □2,200×1,400㎜ L=100ｍ P.26

小原田導水管 小原田二丁目 外 地内 φ1,350㎜ Ｌ=498ｍ P.27

図景貯留管関連管渠 図景一丁目 外 地内 φ400～1,350㎜ Ｌ=496ｍ P.28

大河原地区雨水管渠 田村町金屋字下夕川原 外 地内 □2,300×1,400㎜
～□1,000×1,000㎜ L=100ｍ P.29

6号幹線放流管 赤木町 外 地内 □1,200×1,200㎜ L=33ｍ P.30

開成山排水樋門 桜木一丁目地内 Webカメラ設置 P.31

開成山排水樋門 桜木一丁目地内 計測機器設置 P.32

⑥ 雨水対策整備事業
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石塚樋門・ポンプゲート整備
（田村町下行合字田ノ保下 外 地内）

P

東部
体育館

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

2021～25年度（３年目/5箇年）
石 塚 樋 門 2.6m(幅)×2.7m(高さ)×２門
ポンプゲート 360㎥/分（180㎥/分×２基)

凡 例

整備済

2021～2025年度整備計画

-22-



芳賀
小学校

2023～2024年度
整備延長 L=140m
□2,500×1,900㎜

凡 例

整備済

2023～2024年度整備計画

2025年度以降整備計画

保土谷化学
工 業

下水道
管理ｾﾝﾀｰ

横塚
ﾎﾟﾝﾌﾟ場

-23-

149号雨水幹線
函渠整備

（横塚二丁目 外 地内）



175号雨水幹線 函渠整備（安積町笹川字荒屋敷 地内）

日本全薬
工業

笹川
変電所

凡 例

2023年度整備計画

2024年度以降整備予定

2023年度整備
吐口工 L=6m
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保土谷化学
工 業

凡 例

整備済

2023年度整備計画

2024年度以降整備計画

2023年度
整備延長 L=100ｍ
□1,800×1,200㎜

逢瀬川

福島交通

星総合
病院

東
部
幹
線

３号幹線放流管 函渠整備
（向河原町 地内）

下水道
管理ｾﾝﾀｰ

郡山駅東
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ
ｾﾝﾀｰ
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P

東部
体育館

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

2023年度
整備延長 L=100m
□2,200×1,400㎜

凡 例

整備済

2023年度整備計画

2024年度以降整備計画

133号雨水幹線 函渠整備
（字石塚 外 地内）
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110号雨水幹線

小原田
中学校

小原田導水管 管渠整備
（小原田二丁目 外 地内）

凡 例

2023～2024年度整備計画

2023～2024年度
整備延長 L=498m
Φ1,350㎜
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三菱
電気

郡山東
高校

凡 例

整備済

2023～2024年度整備計画

2024～2025年度整備計画予定

2026年度以降整備計画予定

図景貯留管関連管渠 管渠整備
（図景一丁目 外 地内）

2023～2025年度
整備延長 L=496m
Φ400～1,350㎜
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東部
体育館

P

大河原地区雨水管渠 函渠整備
（田村町金屋字下夕川原 外 地内）

凡 例

整備済

整備計画

2023年度整備計画

2024年度以降整備計画予定

2023年度
整備延長 L=100m
□2,300×1,400㎜～□1,000×1,000㎜
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逢 瀬 川

赤木地域
公民館

6号幹線放流管 函渠整備
（赤木町 外 地内）

赤木小学校

若葉
公園

2023年度
整備延長 L=33m
□1,200×1,200㎜

凡 例

整備済

既設管

2023年度整備計画
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事業概要 箇所(路線)等名 場所 ページ

管路施設点検

北部第二、第三排水区 若葉町 外

Ｐ.36

郡山第４処理分区 大槻町・鳴神・亀田・台新

郡山第９処理分区 熱海町

腐食の恐れの大きい箇所 昭和、古川、小原田 外

河川横断・軌道下

管路施設調査
中部第一排水区 堂前町 外

国道（国道4号、国道49号）
県道、１級２級市道

修繕・改築計画策定
東部地区、東部地区第二、
腐食の恐れの大きい箇所

横塚、方八町、芳賀、
昭和町 外

管渠・マンホール蓋
改築工事

中部第二排水区 虎丸町 外

沈砂池設備改築工事 下水道管理センター 横塚三丁目 Ｐ.38

監視制御設備改築工事 横塚ポンプ場 外 横塚二丁目 外 Ｐ.39
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⑦ 下水道施設長寿命化事業



-36-



下水道ストックマネジメント事業（管路施設）

【管理の流れ】

【管路施設】
施設名称 点検・調査頻度 改築の判断基準

管渠・マンホール
腐食のおそれの大きい箇所（公共・特環）

・１回／５年程度の頻度で点検を実施。
・点検で異常を確認した場合には、調査を実施。

緊急度Ⅱで改築の実施を検討。

管渠・マンホール
社会的な影響が大きい箇所（合流管渠、幹線管渠、
φ300以上のﾋｭｰﾑ管・陶管・その他、国県道1・2級
市道の下、河川横断・緊急避難路の下）（公共・特
環）

・１回／７年程度の頻度で点検を実施。
・点検で異常を確認した場合には、調査を実施。

緊急度Ⅱで改築の実施を検討。

管渠・マンホール
上記以外（末端管渠、交通量少、分流地区管渠、硬
質塩化ﾋﾞﾆﾙ管等）（公共・特環）

・１回／３０年程度の頻度で点検を実施。
・点検で異常を確認した場合には、調査を実施。

緊急度Ⅰで改築の実施を検討。

マンホールポンプ
（公共・特環）

・月例等の日常点検を実施。異常を確認した場合に
は、分解調査を実施。

健全度２以下で改築の実施を検討。

　下水道施設のリスク評価を踏まえ、施設管理の目標及び長期的な改築事業のシナリオに基づき、
点検　→　調査（点検による異常箇所）→　修繕・改築計画　→　工事（必要に応じて実施設計）の流れにより実施する。
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横塚ポンプ場等監視制御設備改築
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施工予定箇所

箇所(路線)等名 場所 概要 ページ

湖南浄化センター 湖南町舟津字中ノ沢 地内 非常用発電設備整備 Ｐ.42
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⑧ 下水道施設の強靭化に関する事業



湖南浄化センター非常用発電設備設置
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施工予定箇所

箇所(路線)等名 場所 概要 ページ
郡山第１地区（多田野、河内地区農
業集落排水施設）

逢瀬町多田野 外地内 維持管理適正化計画策定 Ｐ.44
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⑨ 農業集落排水事業
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施工予定箇所

箇所(路線)等名 場所 概要 ページ

上下水道局舎 豊田町地内 電灯設備修繕（ＬＥＤ化） P.46

堀口・荒井浄水場 逢瀬町多田野地内・荒井地内 電灯設備修繕（ＬＥＤ化） P.47

せせらぎこみち 西ノ内 地内 外 電灯設備修繕（ＬＥＤ化） P.48

湖南浄化センター 湖南町舟津字中ノ沢 地内 電灯設備修繕（ＬＥＤ化） P.49
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⑩ 局舎・施設照明設備修繕（LED化）事業



（施工後）

2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、上下水道局庁舎照明設備のＬＥＤ化につい
て計画的に進め、令和12(2030)年度末までに本市公共施設のＬＥＤ化率100%を目指します。

【ＬＥＤ導入後の局庁舎のCO2排出量】
251t/年（蛍光灯等）→215t/年（ＬＥＤ化）

〇約15%/年削減（令和3(2021)年度比）
〇約45%/年削減（平成25(2013)年度比）

背 景

〇2020年12月31日以降、水銀ランプの新規製造禁止

〇2030年までにＬＥＤ普及100％目標（経産省第5次エネルギー計画）

〇令和12(2030)年度までに対平成25(2013)年度比温室効果ガス排出30％削減、令和32(2050)年度までに
100％削減（郡山市気候変動対策総合戦略）

LED
事業概要
【対象施設】

上下水道局庁舎、水質検査棟、車庫棟

【実施方法】

修繕工事（令和５年度）

【実施内容】

照明のＬＥＤ化、照明器具交換

・蛍光灯 ７７６台

・水銀灯 ３０台
局庁舎５階大会議室
※水銀灯

CO2排出量
386t

消費電力量
644千kWh

CO2排出量
251t

消費電力量
528千kWh

平成25年度 ＬＥＤ導入後

約35%削減

CO2排出量
215t

消費電力量
432千kWh

約15%削減

令和３年度

約45%削減

効果

上下水道局庁舎照明設備ＬＥＤ化推進事業
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【 堀口浄水場 】

施設名： NO.1急速ろ過池

【 荒井浄水場 】

施設名： 機械棟

・蛍光灯 40 台 ・水銀灯 8 台

堀口・荒井浄水場LED化事業

・蛍光灯 384 台 ・水銀灯 30 台

消費電力削減効果：約６６％ 消費電力削減効果：約６６％
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せせらぎこみち電灯設備修繕（ＬＥＤ化）
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湖南浄化センター電灯設備修繕（ＬＥＤ化）

Ｒ５施工箇所
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⑪ 水道料金等包括業務委託事業
１ 目的

【持続可能な経営基盤の確保に向けた人材の有効活用】
官民連携の強化により業務委託範囲を拡大し、効果的・効率

的な執行体制を確立するとともに、高齢化が進行し人数も減少
する技術系職員を有効に配置・活用することにより、上下水道
事業の経営基盤の安定強化を図る。

２ 概要

既存の委託業務に給水装置関係業務を追加し、水道関係の窓
口サービスを一元化することで、お客様サービスの向上を図る。
また、関係システムも併せて委託することにより事務処理の効

率化及び負担軽減を図るとともに、スマートフォンアプリ導入等

のDX推進にも対応できるようシステムの再構築を実施する。

３ スケジュール

（2029年度）

令和10年度 令和11年度

（2022年度） （2023年度） （2024年度）（2025年度）（2026年度）（2027年度）（2028年度）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

予算要求 債務負担行為期間 R5.4.1～R12.3.31

選定委員会・プロポーザル

（７カ月）

契約

（２カ月）

システム再構築

・業務引継
（１年３カ月）

委託期間 R7.4.1～R12.3.31

契約期間 R6.1.4～R12.3.31



管理センターでは不要施設の解体を進めており、解体後のスペースを含めた
敷地利活用について、サウンディング（官民対話）による検討を進める。

〇スケジュール

〇解体・撤去予定施設等

〇施設の概要
名称 下水道管理センター

位置 郡山市横塚三丁目　地内

現在の 県中流域下水道への中継施設

施設機能 2008（平成20）年に下水道処理施設から転換

※雨天時（増水時　処理・放流施設）

敷地面積 34,077㎥
中継　41,000㎥/日　（県中浄化センターへの最大送水量）

※雨天時（簡易処理　224,640㎥/日、直接放流　432,000㎥/日）
処理能力

2022-23
（令和４－５）年度

2024-25
（令和６－７）年度

2026（令和８）
年度以降

利活用方針決定

市民意見聴取

不要施設の解体撤去

サウンディング

（民間対話）

新たな利活用に

向けた整備実施
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⑫ 下水道管理センターサウンディング




